
報道関係者各位 

令和 8 年 8 月吉日 

株式会社 音束 

NPO 丸子まちづくり協議会 

 

 

【日本・シンガポール国交 60 周年記念公演】 

国登録有形文化財「明治のトンネル」に、 

シンガポールから逆輸入の「シティポップ」が響き渡る 

― 開通 150 周年の歴史的トンネルで、日星の音楽家が共演 ― 

 

 株式会社音束（所在地:静岡県静岡市、代表取締役:中山 絵理）と NPO 丸子まちづくり協議会

（所在地:静岡県静岡市、理事⾧:柴山 広行）は、2026 年 9 月 19 日（土）、国の登録有形文化

財「明治のトンネル」（静岡市駿河区宇津ノ谷）にて、日本・シンガポール外交関係樹立 60 周年および明

治のトンネル開通 150 周年を記念した国際文化交流公演 「時を紡ぐ青春のポップスと懐かしのメロディー『音

楽のタイムトンネル』」 を開催いたします。 

 本公演では、シンガポールの人気音楽ユニットであり、シンガポール国内で日本の 「シティポップ」 を積極的に

取り上げてきた シンガーの Ryna 氏とキーボーディスト・作曲家の Eric Lee 氏が来日。静岡のキーボーディス

ト・SHIN（望月慎也）氏とキーボードで共演し、両国の音楽と歴史が交差する特別な一日をお届けします。 

 

【本件のポイント】 

● 日本・シンガポール外交関係樹立 60 周年を記念する国際文化交流公演 

● 会場は国登録有形文化財 「明治のトンネル」（開通 150 周年） 

● シンガポールで人気の日本発 「シティポップ」 を、海を越えて日本に 「逆輸入」 

● シンガポール外交関係樹立 60 周年記念事業（外務省） 

●静岡市・藤枝市・公益財団法人静岡県文化財団が後援 

● シンガポール人気ジャズバンド 「M.I.C.」 のバンドリーダーEric Lee 氏が来日出演 



 

■ 見どころ① ２つの記念イヤーが重なる、2026 年だけの特別な公演 

（1）日本・シンガポール国交 60 周年 

2026 年は、日本とシンガポールが外交関係を樹立してから 60 年という節目の年。両国は経済・文化・観

光の各分野で緊密な友好関係を築いてきました。本公演は、その節目を市民レベルで祝う国際文化交流事業

として企画され、駐日シンガポール共和国大使館の後援を得て実施されます。 

（2）明治のトンネル開通 150 周年 

 会場となる「明治のトンネル」（正式名称:明治宇津ノ谷隧道）は、明治 9 年（1876 年）に日本初の

有料トンネルとして開通。全⾧ 203 メートル、煉瓦造りの美しい構造を今に伝え、平成 9 年（1997 年）に

は、現役のトンネルとしては日本で初めて国の登録有形文化財に登録されました。旧東海道宇津ノ谷峠越の

道路として国の史跡にも指定されており、150 周年の記念すべき年に、この歴史的空間で音楽が響きます。 

（3）「シティポップ」逆輸入という文化循環 

 1970～80 年代に日本で花開いた「シティポップ」は、近年、シンガポールをはじめとするアジア圏および欧米で

再評価が進み、YouTube 等を通じて世界的なムーブメントとなっています。「Plastic Love」「真夜中のドア～

Stay With Me」など、当時の日本を象徴するナンバーが、海を渡って新たなリスナーを獲得しています。 

 本公演では、シンガポールでシティポップを演奏してきた Ryna 氏・Eric Lee 氏が来日し、日本人演奏家との

共演によって、日本発の音楽が海外で愛され、再び日本に「里帰り」する文化循環を象徴的に体現します。 

■ 見どころ② 国登録有形文化財の中で聴く、唯一無二の音響体験 

 全⾧ 203 メートル、明治期の煉瓦アーチが連なる「明治のトンネル」は、音楽ホールとはまったく異なる音響空

間を持ちます。トンネル内で響く音色は、150 年の時を経た煉瓦壁とともに独特の残響を生み出し、来場者を

「音楽のタイムトンネル」へと誘います。 定員はわずか 80 席。歴史的建造物ならではの親密な空間で、演奏

者の息づかいまで感じられる特別なひとときをご堪能いただけます。 

■ 見どころ③ シンガポールの著名な音楽家 Ryna 氏・Eric Lee 氏 来日 

Eric Lee（エリック・リー）／ピアニスト・ヴォーカリスト・作曲家・音楽ディレクター 

 シンガポールを代表するジャズアンサンブル「M.I.C.」のバンドリーダー。ジャズ、フュージョン、ラテン、ファンク、ブル



ース、ポップジャズ、そして日本のシティポップまで、幅広いジャンルを自在に横断する多才なミュージシャンです。

海外でもタイ・チェンマイ、マレーシア・クアラルンプールでのツアーを行い、東南アジアの音楽シーンを牽引していま

す。 英国ウェスト・ロンドン大学 音楽修士（優等）、シンガポール国立大学 文学士（優等）を修めた高い

専門性に加え、2000 年にはシンガポール大統領優秀教員賞にノミネート、2004 年には米国コーネル大学に

て「最も貢献した教員」として表彰されるなど、教育者としても高い評価を受けています。 

【YouTube】 https://www.youtube.com/@NorthwoodMusicSG 

Ryna（リーナ）／シンガー 

日本出身、シンガポール在住 15 年以上のシンガーソングライター、俳優、ボイストレーナーで日本語・英語に加

え、中国語やマレー語での歌唱経験も持ち、多文化・多言語環境におけるパフォーマンスにも積極的に取り組ん

でいます。 

2006 年、アニメ『テニスの王子様』を通じて『雪の結晶』で全国 CD デビュー。 

これまでにシンガポール建国記念パレード（National Day Parade）、チンゲイ・パレード、日本大使館主催

天皇誕生日祝賀式典など国家規模のイベントへの出演に加え、日本とシンガポールをつなぐ文化交流事業にも

積極的に参加しております。近年は、EXPO 2025 大阪・関西万博 シンガポールパビリオン公式日本語ナレー

ションなど、両国の文化交流を象徴するイベントにも出演しています。また、2026 年放送予定の国際テレビドラ

マ『ハラニシ・ズバイダ』では Yuki 役として出演し、日本語版主題歌『祈（INORI）』の作詞・歌唱も担当。音

楽、演技、教育を通じて、人と人、そして文化と文化をつなぐ活動を続けています。 

SHIN（望月 慎也）／キーボーディスト（静岡県出身） 

静岡を拠点に活動するキーボーディスト。 

FM しみず静岡（S-Wave）では「キーボード貴公子 SHIN」として音楽番組のパーソナリティーを担当。地域

に根ざした音楽発信を続けている。 

本公演では Ryna 氏とともに電子キーボードで共演し、静岡出身の音楽家として、両国の音楽文化を架橋す

る重要な役割を担います。 

 

■ 予定プログラム 

第 1 部 シティポップ 

・Plastic Love 

・真夜中のドア～Stay With Me 

・木蓮の涙  ほか 

第 2 部 シンガポールのうた／日本のうた 

・Home 



・Rasa Sayang 

・みかんの花咲く丘 

・ふるさと ほか 

 ※ プログラムは変更となる場合がございます。 

 

■ 開催概要 

公演名 日本・シンガポール国交 60 周年 ＆ 明治トンネル 150 周年記念 

時を紡ぐ青春のポップスと懐かしのメロディー『音楽のタイムトンネル』 

開催日時 2026 年 9 月 19 日（土）14 時 00 分開演（15 時 00 分終演予定） 

※開場 13 時 30 分 

会 場 明治のトンネル（正式名称:明治宇津ノ谷隧道）※国登録有形文化財 

静岡県静岡市駿河区宇津ノ谷／藤枝市岡部町岡部 

定 員 80 席（自由席） 

入場料 2,000 円（前売・当日共通） 

チケット 販売 ① 主催者による直接販売（電話・FAX） ② TEKET（電子チケット） 

出 演 【シンガポールより】 Eric Lee（キーボード）Ryna（シンガー） 

【日本／静岡より】 望月慎也 SHIN（キーボード） 

主 催 株式会社 音束 

共 催 NPO 法人 丸子まちづくり協議会 

協  力 宇津ノ谷倶楽部 

後 援 シンガポール大使館※SJ60 記念事業認定／静岡市／藤枝市／公益財団法

人静岡県文化財団 

協 賛 船村興産倉庫株式会社／サンコー防災株式会社／出石 昭／ベルセーブ 

株式会社ミューズアサギリ／株式会社バズハウス／合同会社早春 

 



■ 会場アクセス 

 明治のトンネル（明治宇津ノ谷隧道） 

所在地:静岡県静岡市駿河区宇津ノ谷 ～ 藤枝市岡部町岡部 

※ 受付とステージは静岡市側です。 

■ チケットお申込み 

① 主催者への電話:090－5791－8359 

② 電子チケット（QR コード）:https://teket.jp/7661/71974 

 

■ 取材・報道関係のお問合せ 

株式会社 音束  担当:中山 絵理 

所在地:〒422-8006 静岡県静岡市駿河区曲金 3-5-41 

電 話 :090－5791－8359（中山） 

E-mail:info@ototaba.com 

U R L :https://ototaba.com  

 

 取材・撮影のご希望、出演者へのインタビューご依頼、関連画像・素材のご請求は、上記まで随時お問合せく

ださい。公演日当日の取材もお受けいたします。 

 

本プレスリリースに関する情報は 2026 年 8 月 10 日現在のものです。内容は予告なく変更となる場合がございます。 


